









































































　福祉社会学科からは今号へ 2 本の投稿を頂き，厳正な査読を経て掲載の運びとなった。1 編は韓国の介護サー
ビスの利用支援に関する実際の取り組みと困難性について，専門職へのインタビュー調査から多面的に考察した
論文である。もう 1 編は，10 年以上にわたり子どもの居場所と地域コミュニティの創出を掲げ著者が取り組ま
れてきた活動（親子のスポーツクラブ）の有効性を考察した研究ノートである。いずれも地域の福祉課題解決の
具体的取組について論じられたものであり，福祉社会形成に向けて示唆に富んだ論稿である。ご投稿ならびに査
読をお引き受けくださった先生方，そして製作に当たった関係各位にお礼申し上げるとともに，今後もさまざま
な研究成果が発表されることを期待する。（原）
　初等教育学科からは，今号へは 1 本の投稿が寄せられた。秋元論文は，ながく幼児・児童の音楽教育に携わっ
てこられた経験から現場での活動でのみ得られるデータを用いて，保育のなかでの幼児への有効な歌唱指導につ
いて考察されたもので，厳正な審査を経ての掲載となった。ご協力いただいた各氏に感謝申し上げる次第である。
小学校教諭・幼稚園教諭・保育士の免許資格取得を目指す学科ではあるが，最近は英語や理科の中学校教諭免許
を合わせて得ようとする学生や，大学全体のグローバル化の風を受けてボストンその他への短期・長期留学をす
る学生が非常に増えている。求められる教師像に自分の理想を重ねて力強く歩みだそうとしている学生たちを，
学科として的確に導き支えていく必要を強く感じている。（平野）
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